
平成２１年１１月１２日 

各 位 
                         会 社 名  株 式 会 社 テ ィ ラ ド 

                       代表者名 代表取締役社長 嘉納 裕躬 

                                             (コード番号７２３６  東証第１部) 

                       問合せ先 常務取締役   百瀬  芳孝 

                                          （ＴＥＬ  ０３-３３７３-１１０１） 
 

 

第２四半期連結累計期間業績予想との差異 
および通期業績予想修正に関するお知らせ 

 
 
 平成21年5月15日に公表した平成22年3月期第2四半期連結累計期間連結および個別業
績予想と本日公表の実績につきまして、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせい
たします。また、平成21年5月15日に公表した平成22年3月期通期連結および個別業績予
想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 
                 記 
 
１.平成 22 年 3 月期第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正 

   (平成 21 年 4 月 1日 ～ 平成 21 年 9月 30 日)                （単位：百万円、％）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

（平成 21 年５月 15 日発表） 
29,700 △2,000 △2,200 △2,300

実績(Ｂ) 29,668 △1,520 △1,374 △1,639

増減額(Ｂ－Ａ) △32 480 826 661

増減率 △0.1 － － －

前期第２四半期実績（平成21年 3月期） 56,589 1,313 1,779 475

   (参考)１株当たり予想当期純利益(第２四半期) △23 円 02 銭 

    

２. 平成 22 年 3 月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正 

    (平成 21 年 4 月 1日 ～ 平成 21 年 9月 30 日)               （単位：百万円、％）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

（平成 21 年５月 15 日発表） 
18,300 △2,000 △2,100 △2,200

実績(Ｂ) 19,789 △1,768 △1,741 △2,007

増減額(Ｂ－Ａ) 1,489 232 359 193

増減率 8.1 － － －

前期第２四半期実績（平成21年 3月期） 39,014 420 754 △181

   (参考)１株当たり予想当期純利益(第２四半期) △28 円 19 銭 



３.差異が生じた理由 

 

 

 

 

４.平成 22 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正 

   (平成 21 年 4 月 1日 ～ 平成 22 年 3月 31 日)              （単位：百万円、％）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

（平成 21 年５月 15 日発表） 
63,700 △1,400 △1,600 △1,800

今回修正予想(Ｂ) 60,900 △1,700 △1,400 △1,800

増減額(Ｂ－Ａ) △2,800 △300 200 －

増減率 △4.4 － － －

前期（平成 21 年 3 月期）実績 90,627 △990 △1,532 △4,078

   (参考)１株当たり予想当期純利益(通期) △25 円 28 銭 

 

５.平成 22 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正 

   (平成 21 年 4 月 1日 ～ 平成 22 年 3月 31 日)             （単位：百万円、％）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

（平成 21 年５月 15 日発表） 
42,500 △1,600 △1,700 △1,800

今回修正予想(Ｂ) 42,400 △2,000 △2,000 △2,300

増減額(Ｂ－Ａ) △100 △400 △300 △500

増減率 △0.2 － － －

前期（平成 21 年 3 月期）実績 66,368 △1,375 △1,718 △5,893

   (参考)１株当たり予想当期純利益(通期) △32 円 30 銭 

 

６.業績予想の修正理由 

 

 

 

 

 

 

以上 

単体業績につきましては、建設産業機械用をはじめとして、下期の販売の回復見通しが不透明である

ため、売上高について、当初予想を下回ると見込んでおります。損益についても、一部材料価格の上昇

などあり、予想を下回ると見込んでおります。連結業績につきましては、単体損益の減益により、営業

損益は、当初予想を下回りますが、中国子会社における自動車用の販売増加による増益、米国子会社に

おける収益改善が上期から継続するほか、中国・インドの持分法会社の大幅増益により、経常損益につ

いては、予想を上回る見込です。 

なお、上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、潜在的なリスクや不確

実性が含まれております。実際の業績は様々な要因により上記の予想と異なる場合があります。 

単体業績につきましては、自動車用を中心とした販売の回復のペースが当初予想よりも早く、売上高

が予想を上回ったことから、損益についても、予想を上回ることとなりました。連結業績につきまして

も、単体損益の改善に加えて、中国子会社において自動車用の販売増加による増益があったこと、米国

子会社において固定費削減等の収益改善が進展したこと、持分法会社の業績が予想を上回ったことなど

から、予想を上回ることとなりました。 


